
つながる通信広報紙

発行日

2026年9月25日

太田市社会福祉協議会 Vol .332

なぜ支え合いが大事なの？？

2022年度 約13.3兆円 (予算)

介護保険だけに頼ることは難しい・・・

沢野地区
（ふれあい沢野）

休泊地
区（休泊にこにこ協議体）
合同協議体会議太田市生活支援体制整備事業

協議体は何をするのか？

【なぜ】超高齢社会（元気な高齢者も増える）を迎えるため

【誰が】協議体のメンバー（多様な主体）が中心となり

【何を】地域の支え合い（互助）を

【どうする】推進する（広げていく）

【どうやって】やり方は決まっていない（それを話し合う）

協議体とは？

町会・自治会

民生・児童委員シニアクラブ

地域包括支援センター

生活支援コーディネーター
（地域支え合い推進員）

区長や民生委員をはじめ、地域の様々な団体・関係者が集まり、「互助による地

域づくり」の推進に向けて話し合う場です。太田市では14地区に協議体が設置

され、定期的に話し合いを行っています。令和8年8月27日（木）に人口構成や

地域性が似ている沢野地区と休泊地区が、初めて合同で会議を実施しました。

協議体の様子

沢野地区 大谷 恒雄 議長

休泊地区 寺内 幹夫 議長

これまで協議体は、それぞれの地区の中で地域づくりに向けて話し合

いを進めてきましたが、これからの地域づくりは、地区を越えて情報

交換することが大切だと考え、今回の交流会を企画しました。

他地区の取り組みを知ることで、新たな発見や刺激が得られるだけで

なく、自分達の活動を振り返り自信につなげることもできます。様々

な話をする中で、休泊地区とのつながりがさらに深まればと思います。

私は70歳を目前にし、次の世代のことを考える機会が増えました。

私たちは普段、地域の中で様々な活動や話し合いをしていますが、人

と人とのつながりを絶やさないことが、今後ますます重要になると感

じています。また、地域の中だけで活動していると、考え方や取り組

みが固定化してしまうため、今回のように他地区の皆さんと交流を重

ねながら、地域のつながりを次の世代へ引き継いでいきたいです。



〈お問合せ〉太田市社会福祉協議会 地域福祉係 住所：太田市飯塚町1549 電話：0276-46-6208

※一部をご紹介します

お祭りや登下校の見守り活動を通じて子供達と交流！

伝統芸能の継承！

多少、認知機
能が下がった
り、足腰が弱く
なっても…

補い合う関係
があればつな
がりの中で支
え合える！

つながる通信
バックナンバー

① 協議体でピックアップした地域の活動を

見学し、休泊地区のいい所を確認しました

住民主体の居場所づくり！

今回話し合った内容は「各地区で最近取り組んで

いる地域活動や気になること（困り事）について」です。

1班5～6人の5班に分かれ、班別に情報交換を行い

ました。話し合いでは「地域活動の担い手不足や参加

者の減少が課題となっている」といった意見や、「無理

なく参加できる工夫をしながら、地域活動を次の世代

につないでいくことが大切」といった意見が出ました。

② 休泊地区「地域のお宝」

ささえあい発表会を開催しました

龍舞町３区「平成クラブ」
芋煮会

沖之郷町「共寿会」
お誕生日会

会場の様子

司会を務める
見内明江さん

ささえあい発表会とは？

挨拶する寺内幹夫議長

登壇する「平成クラブ」
小林茂弘さん

登壇する「もくの会」
武藤智恵子さん

協議体メンバーが見学する様子

今回初めて実施した2地区合同の協議体会議では、他地区の取り組みを知ることで新たな

発見や刺激を得るとともに、自分たちの地域活動を振り返る機会となりました。

これからも地区を越えた交流を重ね、地域のつながりをさらに広げていければと思います。

地域活動の担い手を発掘するには！？

「できる人が
、できる範囲で担う」

という考え方を大切に

各班で出た意見を
発表（共有）する様子

情報交換の様子

会議の中では、他の協議体の

取り組み状況として「健康麻

雀の普及」や「カルタを使った

ウォークラリー」「地域活動の

少ない地区の活性化方法を

協議する」など、様々な内容に

ついて話し合われ、多くの事柄

を共有できました。
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